
環境ジャーナリスト講座

第一回(2019/10/9)　
ユースアクティビスト　

　　　　　 神戸大学生　今井　絵里菜



Today's Agenda
Key talking points

◎ローカルなアクションの必要性

◎アクティビストな「若者」の進路

◎世界のアクティビストたちとの交流



Climate Youth Japan
・2010年に設立

・学生を中心とした30名弱のユース団体

・ほぼ毎年気候変動の国際会議（COP）へ

　メンバーの派遣を行う

・G20や長期戦略策定、COPなどの時期に

　合わせて政策提言を行う



政策への提言

コラボレーション

・第5次エネルギー基本計画への　　
　パブコメ
・自民党調査会　長期戦略に向けた
　有識者ヒアリングへの出席
・COP24に向けた環境省との
　意見交換会への出席

・環境省COOL CHOICEキャン
ペーンへの若者としての参画

CYJの活動 |　国内事業

・持続可能なオリンピックを目指し
た低炭素アクションの推進



COP
派遣事業
COP15から40人の若者を派遣

CYJの活動 |　COP派遣事業



Fridays For Future
・スウェーデンの高校生グレタが始めた、毎週金曜日

　の国会議事堂前での座り込み＝気候ストライキが

　世界に広がる

・日本でも2019年2月から不定期で気候ストライキや

　マーチが開催されてきた。９月に最大のマーチ！

・日本での広がりづらさ。これをどう捉える？









神戸の石炭火力発電の問題
・神戸大学より3kmのところに石炭火力発電所

　(65万kW×2)が建設中。大気汚染、地球温暖化を

　引き起こす

・2018年9月民事訴訟、11月行政訴訟を提訴

・若い世代・原告としての関わり方は、期日・会議への参加

　問題の周知を図るアクションの実施

・参加者層はほぼ長年活動されてきた方や近隣住民で

　若い世代が非常に少ない






